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発　行森林組合だより森林組合だより森林組合だより
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本荘由利森林組合
由利本荘市水林３８１

ＦＡＸ０１８４̶ ̶２４４１４３ＴＥＬ０１８４̶ ̶２４４１４１㈹

（令和４年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格
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本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月2日

樹　種 材　長
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16～22

24～34

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：常連勢が参加し、ほぼ完売。単価は前月よりも強含み。ただし、若齢材は幾分弱め。16～22cmで15,700円、24～

　　　34cmで17,600円といったところ。

２月：曲材１口を除き完売。前月よりさらに強含みとなり、16～22cmで16,500円前後、24～34cmで18,600円前後となった。製材

　　　所の原木在庫も少なくさらに強含みとなりそう。

３月：量産工場や常連の山形県勢が参加し、積極的に手当。16～22cmで1７,000円、24～34cm18,900円前後。前月より

　　　やや強含みとなっており、まだまだこの価格は続きそう。曲材も含め完売で引き合いは相変わらず強い。
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319㎥(1,148石)・295㎥(1,062石)・92% 446㎥(1,605石)・445㎥(1,602石)・99% 648㎥(2,332石)・648㎥(2,332石)・100%

第２７回 造林コンクール受賞林分

保育間伐の部　優良賞
安倍　秋雄 氏

保育間伐の部　優秀賞
佐藤　孝 氏

収穫間伐の部　最優秀賞
佐藤　タキ 氏

収穫間伐の部　入賞
小松　鉄義 氏

収穫間伐の部　入賞
小川大部落会　佐藤　政志 氏

保育間伐の部　入賞
高野　金視 氏
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情 報 コ ー ナ ー
　本荘由利森林組合では、組合員の皆様のご協力をいただき、日々の組合運営に邁進しておりますが、近年

では組合員全体の高齢化が顕著となっており、皆様の中にも財産の相続を意識する方も多いのではないかと

思います。森林組合の組合員である皆様のほとんどが山林を財産として所有しているかと思われますので、い

つかは誰かがご自身の山林を相続することになります。この際に、いらぬ混乱を招かないためにも事前の準備

が非常に重要になってきます。

　そこで今号では相続に関する情報の一部を皆様にお伝えいたします。皆様の今後の財産管理や関係者の状

況整理の一助となれば幸いです。

　遺産と言われると、現金や不動産をイメージするかもしれません。確かにそれ
らは「財産」ということで遺産の一部に含まれるのですが、同時に借金等の「負債」
も遺産として数えられます。これらは表裏一体の関係で、基本的に「財産」の
みを相続することはできません。負債の相続を回避するには、すべての遺産を放
棄する「相続放棄」を行う必要があります。また、相続する財産の範囲内で負
債を背負う「限定承認」という手続きも可能です。限定承認とは、たとえば遺
産として１,０００万円の借金と評価額５００万円の自宅がある場合、自宅を相続す
るためにその分に相当する借金を債権者に支払うことで、自宅（５００万円相当）
は相続させてもらえるという手続きのことで、この手続を行うことで相続した財
産以上の負債は回避することができます。しかし、相続人全員で行う必要があ
ることや譲渡所得税が発生すること、清算手続きが複雑、相続税の減税制度を
受けられない等のデメリットもあります。

遺 産 と は ？

相 続 人 と は ？
　相続人とは、被相続人（亡くなった人）の遺産を相続する人のことで、遺言書
による指定がなければ民法により誰が相続人になるのか定められており、それを「法
定相続人」といいます。相続人には被相続人の配偶者及び血族がなりますが、血
族については相続人内での順番や受け取ることができる遺産の割合が定められてい
ます。配偶者は相続開始時に存命ならば必ず相続人になりますが「法律婚をして
いる配偶者」に限られるのでご注意ください。相続の順位は「被相続人に近しい人」
が先の順位になります（左図参照）。順位に応じて相続分が変わり、配偶者が２分
の１、直系卑属（子や孫）が２分の１で子が複数いる場合は２分の１をさらに人数
で等分することになります。いずれにせよ「遺産分割協議」を終えるまでは遺産
は相続人全員で共有していることになります。また、前述した「遺言書」を残すこ
とで特定の人に遺産を相続させることもできますが、相続人の中の一人だけに全て
の遺産を相続させようとしても「遺留分」という規定により制限があります。なお、
借金返済等の義務は遺言や遺産分割協議でも変えることはできず法定相続分に
従って相続されます。

事前にやっておくべき対策
　相続人となり得るご家族がトラブルなく相続手続を終えるために事前にできることとしては、大まかに以下のようになる
かと思います。
①財産面での状況把握：山林を含めた不動産等の財産や負債の取りまとめ。先代から相続登記未了のものがないかも確認
　　　　　　　　　　　すべきでしょう。
②法定相続人の状況把握：相続人間での対立や所在不明、認知症や寝たきり等の相続人はいないか。
③山林の状況把握と財産に関する情報の継承：保有山林の位置・境界の情報を伝え、財産に関する書類で無効になって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いるものは混乱のもとになるので不要なものは破棄しておく。
④対策の立案：①～③までの情報を整理して、誰に相続させるかや相続税の納税資金の調達方法を検討する。
⑤①～④が難しい場合、最低限できること：遺言には該当しませんが、市販の「エンディングノート」に分かる範囲の財
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  産や負債について書き出しておくことも効果的です。
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表

第27回 造林コンクール受賞者発表
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
秋
田
県
内
で
も
感
染
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
年
度
の
造
林
コ
ン
ク
ー
ル
も
昨
年
度
と
同

様
に
表
彰
授
与
式
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
号
に
て
受
賞
者
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
２
部
門
６
点
が
入
賞
し
、受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
ペ
ー
ジ
に
受
賞
林
分
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆ 最優秀賞（由利地域振興局長賞）
収穫間伐の部　佐藤　タキ 氏（東由利地区）

◆ 優良賞（県森連会長賞）
保育間伐の部　安倍　秋雄 氏（東由利地区）

◆ 入賞（森林組合長賞）
保育間伐の部　高野　金視 氏（本荘地区）
収穫間伐の部　小川大部落会
　　　　　　　佐藤　政志 氏（鳥海地区）
収穫間伐の部　小松　鉄義 氏（本荘地区）

◆ 優秀賞（由利森林管理署長賞）
保育間伐の部　佐藤　　孝 氏（由利地区）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

審査評

林相が揃っており生育も良好。搬出路も法切が低く線形も良い。適切な伐倒・玉切りが行われ、製材、チップ
材等に余すことなく利用されている。

最優秀賞　佐藤　タキ 氏（東由利地区）

作業時期が初回間伐にしては遅いものの適切に手入れされており、選木も所有者自身が実施している等森林管理
に積極的な部分も高評価を得た。

優 秀 賞　佐藤　　孝 氏（由利地区）

多雪地帯だが適切な手入れがされており、生育は良いものの残枝跡と枯れ枝が目立つ。２回目の保育間伐で収
入間伐でも良い林分だが林道条件から難しい部分も。

優 良 賞　安倍　秋雄 氏（東由利地区）

所有者が伐採前後で現場確認を行う等、意欲的。面積は小規模だが交通条件は良く、適期に施業が行われて
おり手入れも適切になされている。

入　賞  高野　金視 氏（本荘地区）

冬季伐採のため伐採点が地際から１ｍと高い位置にあるが、搬出路の仕上がりも良く、適切な伐倒・玉切りが
行われており、下草も適切に繁茂している。

入　賞  小川大部落会　佐藤　政志 氏（鳥海地区）

高性能林業機械は用いずにチェーンソーで丁寧に伐倒等が実施されているが、搬出路の法長掘削面が大きく土砂
の露出が目立つことが難点。

入　賞  小松　鉄義 氏（本荘地区）
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（
鳥
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地
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28
名
）

第
五
区

（
由
利
地
区

35
名
）

第
七
区

（
東
由
利
地
区

30
名
）

第
八
区

（
大
内
地
区

54
名
）
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一

正
木
　
彰
一

佐
藤
　
　
宰

澤
田
　
　
稔

伊
藤
　
　
健

奥
山
　
一
博

東
海
林
正
弘

菊
地
　
富
夫

東
海
林
　
昇

東
海
林
圭
一

小
石
　
信
一

菊
地
　
昭
栄

小
助
川
　
豊

　
滝
　

三

川

松

本

高

尾

長

坂

中

帳

中

俣

岩
谷
町
Ｂ

中

館

見

岫

新

沢

大
倉
沢

徳

沢

堀

切

加
賀
沢

新

沢

大

谷

長

坂

加
賀
沢

大
小
屋

立

寄
滝

小
増
沢

深

沢
麓

及

位

奉
行
免
牧
野
農
業
協
同
組
合  

代
表

第27回 造林コンクール受賞者発表
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
秋
田
県
内
で
も
感
染
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
今
年
度
の
造
林
コ
ン
ク
ー
ル
も
昨
年
度
と
同

様
に
表
彰
授
与
式
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
号
に
て
受
賞
者
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
２
部
門
６
点
が
入
賞
し
、受
賞
者
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
ペ
ー
ジ
に
受
賞
林
分
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆ 最優秀賞（由利地域振興局長賞）
収穫間伐の部　佐藤　タキ 氏（東由利地区）

◆ 優良賞（県森連会長賞）
保育間伐の部　安倍　秋雄 氏（東由利地区）

◆ 入賞（森林組合長賞）
保育間伐の部　高野　金視 氏（本荘地区）
収穫間伐の部　小川大部落会
　　　　　　　佐藤　政志 氏（鳥海地区）
収穫間伐の部　小松　鉄義 氏（本荘地区）

◆ 優秀賞（由利森林管理署長賞）
保育間伐の部　佐藤　　孝 氏（由利地区）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

審査評

林相が揃っており生育も良好。搬出路も法切が低く線形も良い。適切な伐倒・玉切りが行われ、製材、チップ
材等に余すことなく利用されている。

最優秀賞　佐藤　タキ 氏（東由利地区）

作業時期が初回間伐にしては遅いものの適切に手入れされており、選木も所有者自身が実施している等森林管理
に積極的な部分も高評価を得た。

優 秀 賞　佐藤　　孝 氏（由利地区）

多雪地帯だが適切な手入れがされており、生育は良いものの残枝跡と枯れ枝が目立つ。２回目の保育間伐で収
入間伐でも良い林分だが林道条件から難しい部分も。

優 良 賞　安倍　秋雄 氏（東由利地区）

所有者が伐採前後で現場確認を行う等、意欲的。面積は小規模だが交通条件は良く、適期に施業が行われて
おり手入れも適切になされている。

入　賞  高野　金視 氏（本荘地区）

冬季伐採のため伐採点が地際から１ｍと高い位置にあるが、搬出路の仕上がりも良く、適切な伐倒・玉切りが
行われており、下草も適切に繁茂している。

入　賞  小川大部落会　佐藤　政志 氏（鳥海地区）

高性能林業機械は用いずにチェーンソーで丁寧に伐倒等が実施されているが、搬出路の法長掘削面が大きく土砂
の露出が目立つことが難点。

入　賞  小松　鉄義 氏（本荘地区）
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第
一
区

（
本
荘
地
区

57
名
）

より３００名の総代決定！

第
二
区

（
仁
賀
保
地
区

43
名
）

第
三
区

（
矢
島
地
区

28
名
）

第
四
区

（
岩
城
地
区

25
名
）

小
松

　
　博

井
島

　昭
夫

大
庭

　
　悟

高
野

　静
男

斉
藤

　勇
一

佐
藤

　金
也

有
馬

　賢
一

渡
会

　
　清

岩
出

　健
市

鷹
島

　
　昇

小
松

　秀
雄

髙
橋

　卓
次

原
田

　専
一

伊
藤

　
　誠

菊
地
謙
一
郎

猪
股

　
　敏

小
松

　澄
雄

加
藤

　政
雪

工
藤

　康
治

山
本

　一
夫

烏

　川

櫛

　引

親

　川

内

越

大
中
ノ
沢

鮎
瀬
本
田

本

荘

船

岡

中
ノ
目

薬
師
堂

上
上
野

上
川
口

内
黒
瀬
①

宮

沢

宮

沢

栗

山

湯

沢

松
ケ
崎
町

藤

崎

北
ノ
股

松
田

　吉
勝

田
口

　松
雄

板
垣

　憲
一

菊
池

　茂
夫

小
松

　正
一

小
松

　敏
夫

太
田

　
　茂

小
野

　茂
和

猪
股

　則
雄

小
松

　
　清

小
川

　
　久

伊
藤

　孝
弘

今
野

　忠
志

鈴
木

　久
夫

鈴
木

　利
市

冨
樫

　公
一

原
田

　
　正

高
橋
正
知
世

田
中

　和
雄

藤
原

　
　浩

猪
股
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助

渋
谷

　正
廣

小
川

　
　潔

三

川

畑

谷

滝
ノ
沢

三

条
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目

雪
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瀬
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沢

上
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上
万
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万
願
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薬
師
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内
黒
瀬
②

上
川
口

二
十
六
木

大
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下
上
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地
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藤
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嶽
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岡

大
砂
川

出

戸

田

高
　畑

　

伊
勢
居
地

百
目
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上
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国
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両
前
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釜
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袋

大
須
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小
砂
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小

滝

本
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水

岡
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岡
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藤
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樹

佐
藤
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三
浦
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佐
々
木
淑
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伊
豆
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土
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弥

佐
藤

　一
男

豊
島

　昭
一

三
浦

　富
雄

佐
藤

　近
美

三
浦

　徳
久

植
田
農
夫
一

川
原
、小
坂

七
日
町

九
日
町

杉

沢

持

子

須
郷
田

坂
之
下

新

荘

小
板
戸

中
屋
敷

中

山

築

館

堀
井

　秀
雄

今
野

　光
雄

菊
地

　
　勇

今
野
小
右
衛
門

佐
々
木
榮
市

佐
藤

　喜
勝

田
口

　金
次

田
口

　修
一

伊
藤

　勇
一

那
須

　
　稔

田
口

　健
三

伊
藤

　敏
郎

吉
尾

　正
弘

今
野

　隆
幸

勝

手

上
新
谷

勝

手

高

畑

勝

手

道

川

泉

田

二

古

滝

俣

下
蛇
田

泉

田

町

部

滝

俣

高

畑

　
令
和
４
年
５
月
８
日
任
期
満
了
に
伴
う
当
組
合
総
代
選
挙
が
執
行

さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
選
挙
区
で
総
代
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
か

っ
た
た
め
無
投
票
で
総
代
が
３
月
９
日
付
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
第
１
区
か
ら
第
８
区
ま
で
の
総
代
の
方
々
は
次
の
通
り
と
な
り
ま

す
。
３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
届
出
順
）

情 報 コ ー ナ ー
　本荘由利森林組合では、組合員の皆様のご協力をいただき、日々の組合運営に邁進しておりますが、近年

では組合員全体の高齢化が顕著となっており、皆様の中にも財産の相続を意識する方も多いのではないかと

思います。森林組合の組合員である皆様のほとんどが山林を財産として所有しているかと思われますので、い

つかは誰かがご自身の山林を相続することになります。この際に、いらぬ混乱を招かないためにも事前の準備

が非常に重要になってきます。

　そこで今号では相続に関する情報の一部を皆様にお伝えいたします。皆様の今後の財産管理や関係者の状

況整理の一助となれば幸いです。

　遺産と言われると、現金や不動産をイメージするかもしれません。確かにそれ
らは「財産」ということで遺産の一部に含まれるのですが、同時に借金等の「負債」
も遺産として数えられます。これらは表裏一体の関係で、基本的に「財産」の
みを相続することはできません。負債の相続を回避するには、すべての遺産を放
棄する「相続放棄」を行う必要があります。また、相続する財産の範囲内で負
債を背負う「限定承認」という手続きも可能です。限定承認とは、たとえば遺
産として１,０００万円の借金と評価額５００万円の自宅がある場合、自宅を相続す
るためにその分に相当する借金を債権者に支払うことで、自宅（５００万円相当）
は相続させてもらえるという手続きのことで、この手続を行うことで相続した財
産以上の負債は回避することができます。しかし、相続人全員で行う必要があ
ることや譲渡所得税が発生すること、清算手続きが複雑、相続税の減税制度を
受けられない等のデメリットもあります。

遺 産 と は ？

相 続 人 と は ？
　相続人とは、被相続人（亡くなった人）の遺産を相続する人のことで、遺言書
による指定がなければ民法により誰が相続人になるのか定められており、それを「法
定相続人」といいます。相続人には被相続人の配偶者及び血族がなりますが、血
族については相続人内での順番や受け取ることができる遺産の割合が定められてい
ます。配偶者は相続開始時に存命ならば必ず相続人になりますが「法律婚をして
いる配偶者」に限られるのでご注意ください。相続の順位は「被相続人に近しい人」
が先の順位になります（左図参照）。順位に応じて相続分が変わり、配偶者が２分
の１、直系卑属（子や孫）が２分の１で子が複数いる場合は２分の１をさらに人数
で等分することになります。いずれにせよ「遺産分割協議」を終えるまでは遺産
は相続人全員で共有していることになります。また、前述した「遺言書」を残すこ
とで特定の人に遺産を相続させることもできますが、相続人の中の一人だけに全て
の遺産を相続させようとしても「遺留分」という規定により制限があります。なお、
借金返済等の義務は遺言や遺産分割協議でも変えることはできず法定相続分に
従って相続されます。

事前にやっておくべき対策
　相続人となり得るご家族がトラブルなく相続手続を終えるために事前にできることとしては、大まかに以下のようになる
かと思います。
①財産面での状況把握：山林を含めた不動産等の財産や負債の取りまとめ。先代から相続登記未了のものがないかも確認
　　　　　　　　　　　すべきでしょう。
②法定相続人の状況把握：相続人間での対立や所在不明、認知症や寝たきり等の相続人はいないか。
③山林の状況把握と財産に関する情報の継承：保有山林の位置・境界の情報を伝え、財産に関する書類で無効になって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いるものは混乱のもとになるので不要なものは破棄しておく。
④対策の立案：①～③までの情報を整理して、誰に相続させるかや相続税の納税資金の調達方法を検討する。
⑤①～④が難しい場合、最低限できること：遺言には該当しませんが、市販の「エンディングノート」に分かる範囲の財
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  産や負債について書き出しておくことも効果的です。



森
林
組
合
だ
よ
り

　令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
発
行

　印
刷
・
㈾
由
利
印
刷

6
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令和４年３月３１日

発　行森林組合だより森林組合だより森林組合だより

HP  h t tp : / /www.honmor i . com/　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p

本荘由利森林組合
由利本荘市水林３８１

ＦＡＸ０１８４̶ ̶２４４１４３ＴＥＬ０１８４̶ ̶２４４１４１㈹

（令和４年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

樹　種

ス

ギ

1月11日 2月2日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月2日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

ギ

14下

16～22

24～34

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：常連勢が参加し、ほぼ完売。単価は前月よりも強含み。ただし、若齢材は幾分弱め。16～22cmで15,700円、24～

　　　34cmで17,600円といったところ。

２月：曲材１口を除き完売。前月よりさらに強含みとなり、16～22cmで16,500円前後、24～34cmで18,600円前後となった。製材

　　　所の原木在庫も少なくさらに強含みとなりそう。

３月：量産工場や常連の山形県勢が参加し、積極的に手当。16～22cmで1７,000円、24～34cm18,900円前後。前月より

　　　やや強含みとなっており、まだまだこの価格は続きそう。曲材も含め完売で引き合いは相変わらず強い。
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319㎥(1,148石)・295㎥(1,062石)・92% 446㎥(1,605石)・445㎥(1,602石)・99% 648㎥(2,332石)・648㎥(2,332石)・100%

第２７回 造林コンクール受賞林分第２７回 造林コンクール受賞林分

保育間伐の部　優良賞
安倍　秋雄 氏

保育間伐の部　優秀賞
佐藤　孝 氏

収穫間伐の部　最優秀賞
佐藤　タキ 氏

収穫間伐の部　入賞
小松　鉄義 氏

収穫間伐の部　入賞
小川大部落会　佐藤　政志 氏

保育間伐の部　入賞
高野　金視 氏


